



On the requirement of non-university type higher education programme 























































 1 ．第三段教育（Tertiary Education）の分類と
高等教育機関





Nations Educational, Scientific and Cultural 
Organization：以下 UNESCO）が提供する国際標準
教育分類（International Standard Classification of 
Education：以下 ISCED）は、そのような枠組みの代
表的なものである 4 。この枠組みはまた経済開発協力









































　教育システムについて ISCED-97が 7 つのレベルで


































レベル 5B、および改訂後の同等レベルである ISCED 
2011におけるレベル 5 について、それぞれいわゆる大
学型高等教育機関を想定する ISCED-97 レベル 5A、
ISCEDレベル 6（学士レベル）と比較した場合、特徴
はそれぞれ以下のようになる。
 ・ISCED-97におけるレベル5B （表 2 ）
　ISCED-97において第三段教育は、ISCEDレベ
ル 5 およびレベル 6 から成っており、それぞれ第三段











が 3 年ないし 4 年以上であるのに対して、レベル 5B









 ・ISCED 2011におけるレベル 5 （表 3 ）
　ISCED 2011において第三段教育は、ISCEDレベ



























































































































Education at a Glance 2012 を出典としており、これ
に使用されている枠組みは ISCED-97の分類である。












型高等教育より短い（多くは 2 ～ 3 年）場合が多
く、一般に、大学レベルの学位取得は目的としな
い。日本の大学型高等教育は大学学部、非大学型
高等教育は短期大学、高等専門学校（ 4 ～ 5 年）、
専修学校専門課程が相当する。 
　ここで規定されたように「非大学型高等教育機関」
には短期大学、高等専門学校の 4 ～ 5 年、専修学校
専門課程などが含まれ16、これは改訂後の ISCED-97














































ており、 入学定員数では3700名弱となっている（表 4 ）。
特に幼稚園教諭二種免許では指定機関数で28校、入学
定員で合計2905名であり少数とは言い難い規模である。
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